
医業
営経
の現場から

file065　中国 ・ 四国地区

易ではなかった
継承後の 9 年間

容

　中島内科クリニックは、中島

英勝院長の祖父がこの地で開

業した診療所を前身とする。そ

の後を継ぎ、患者からの電話

には夜中でも対応して地域に頼

られた父・武嗣氏の背中を見て

育った院長は、自然に医学部で

内科医を目指した。

　卒業後、勤務医として腕を磨

いていたが、武嗣氏が体調を崩

したこともあり、2010 年に十分な

準備もないまま竹原市に戻ること

になった。英勝氏が戻ると武嗣

氏は、「全部任せる」と決めてい

たようで、介護施設の仕事を探し

てきて、診療所の仕事からは距

離を置くようになったという。

　それからの 9 年間について、

院長は「医療はもちろん、経営

面も含めて、想像以上に大変で

した」と振り返る。「帰って来て

初めて経営の状況がわかりまし

た。地域の人口減少の影響もあ

り患者数が減少して正直 “こん

な状況なの？”と驚かされまし

た。事前にいろいろとわかって

いたら、やりようがあったのかも

しれません。数年はつらい状況

が続きました」。周囲に診療所

が比較的多く、立地的に新患は

あまり見込めない。地元企業の

産業医などを担当するも、再診

にはなかなかつながらない。た

だ、できることは何でもやってみ

ようと、自作で立ち上げ運営し

ていたクリニックのホームページ

に、予約診療機能を導入したと

ころ、ここ数年は新患が来るよ

うになった。「このような地域で

も意外なホームページの効果を

実感しています」と話す。

営課題の打破は地域包括
ケアの仕組みづくりで

経

　診療では、病気の種類を問

わず、「とにかく満足して帰って

もらう」ことを一番にしていると

いう。「クリニックに来る人は不

安を持って来る人がほとんどな

ので、少しでも不安を和らげて

帰ってもらおう」とスタッフとの

間で共有している。

　訪問看護ステーションなどか

ら紹介されて来る患者も徐々に

増えている。周辺に訪問診療を

実施する診療所が比較的少な

いため、同院への期待も集まっ

ているようだ。

　「父の行っていた訪問診療先

を引き継ぐうちに、在宅医療を

行っていることが少しずつ口コミ

で広がり、今は月に 20～30 件

訪問しています。地域住民の理

解はこれからといった面もあり

ますが、できれば看取りなどへ

も広げていきたいと思っていま

す」と意欲を燃やす。さらなる充

実のために、市内の介護事業

所や訪問看護ステーションと連

2050年を見据えた
医院経営の課題と可能性

■所在地　広島県竹原市中央 2-14-15

■理事長・院長　中島　英勝

■診療科　一般内科、呼吸器内科、消化器内科、

　　　　　循環器内科

医療法人杏竹会 中島内科クリニック
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携して、サ高住などいくつかの

介護施設を巻き込んだ形での

地域包括ケアの仕組みづくりに

一緒に取り組んでいるところだ。

の10 年に向けた改革次
　今は増収が最大の経営課題

と院長は話すが、設備している

CTや胃カメラ、エコーの活用と

在宅医療のさらなる拡大が鍵に

なると踏んでいる。

　同時に、次の10 年に向けた

改革としての課題がスタッフの

若返りだ。「現在のスタッフには

非常に満足しています。ほぼ父

の代から働いてくれている方々

です。看護師長は昨年まで、75

歳を超えるまで務めてくれまし

た。その意味で定着率はよく、

現状では恵まれています。

　人を募集したことがないので

わかりませんが、市内のクリニッ

クの先生からは『入れ替わりが

多く、長期雇用が大変だ』とよ

く聞きます。ニーズはあるけれ

ど、定着が難しいと。

　しかし10 年、20 年先を考える

と、新たに雇用しないわけにはい

きません。私もあと30 年は働か

なければいけませんし、医療も世

の中も10 年単位で変わりますか

ら、時代に合ったやり方に見直し

ていかないといけません。当院も

まもなく10 年になるので、見直

しが必要になる時期かなと思っ

ています」と、次のステップを踏

み出す心構えが感じられた。

の世代への継承次
　医業経営コンサルタントとは

同級生の間柄で申し分ないが、

まだ数カ月の付き合い。

　「今まで経営を見てくれていた

方は父と年齢が近く、父の代か

らお世話になってきましたが、

今の彼とのような関係性はありま

せんでした。これからは本当に

困った時は解決策を教えてもら

いたいし、危険なサインがあれば

アドバイスしてほしい」とのこと。

　以前、銀行マンがいろいろア

ドバイスしてくれたそうだが、正

論だけど “この町 ”にはあては

まらないことも少なくなかった

という。“この町 ” で医療を継

続するにはどうしたらいいのか、

数字だけでなく、かつ医者とは

異なる視点から、土地柄に合っ

たアドバイスをもらいたいという

のが院長の希望だ。

　現在、息子さんは高校 2 年生

で、医学部に興味は持っている

とのことだが、院長は後を継が

せることはあまり考えていないと

いう。「医学部を目指すことに反

対はしませんが、将来の継承は

考えずに、自分の進みたい道を

選べばいいと思っています。

　先日、このことをコンサルタ

ントに話した時、『いつ辞めても

いい経営状況にしておいては？』

と言われ、心にとても響きまし

た。私がやりたい・やるべき医療

をやればいいのだと。今はそれ

を目標にしようと思います」との

言葉に、継承の難しさと可能性

の両方がにじみ出ていた。

院長　中島　英勝 氏

1998 年新潟大学医学部卒業。中国労災病院内科
研修医、2000 年広島大学医学部臨床検査医学講
座 大 学 院、2004 年 Temple Univ. School of 
Medicine, Cardiovascular Research Center、
2006 年広島大学病院呼吸器内科医科診療医、
2008 年因島医師会病院内科を経て、2010 年内
科中島医院継承。
日本医師会認定産業医、日本内科学会・日本呼吸
器学会・日本呼吸器内視鏡学会会員

CTや胃カメラ、胸部 X 線（CR）、エコー、肺
機能検査機器なども設備し、慢性疾患患者に
対しきめ細かなフォローアップを行っている

ホームページに予約診療機能を追加したと
ころ新患が増加。思った以上に効果があ
ることを実感したという スタッフの皆さんと
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